
図1.　スナガニ Ocypode stimpsoni（湯河原町

吉浜海岸）． 渡部 孟撮影（2025年5月8日）．

図2.　スナガニ Ocypode stimpsoniの鉗
かんきゃく

脚． 上： 内側, 左下： 座
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節の稜
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状突起（a）の拡大, 右下： 
前節の突起列（b）． a と b をすり合わせて音を発生させる．
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相模湾産スナガニ類２種の鳴き声
―昭和天皇もお聞きになられた―

　わ た べ 　たけし

渡部 孟（元真鶴町立遠藤貝類博物館長）

はじめに

　本邦外洋に面した砂浜海岸には、砂に

穴
けっきょ

居するスナガニ類が生息しています。

スナガニ Ocypode stimpsoni（図1）は、

はさみ脚に発音装置（図2）があって

これをすり合わせて鳴くといわれてきま

した。筆者はその録音に成功したテープ

を滝
た き た

田八
や ひ ろ

広氏から譲り受け、所蔵して

いるので紹介します。

飼育下での録音

　 最初の録音は、1966（昭和41）年の

ことです。横浜国立大学教育学部生物

学科4年の滝田氏は、甲殻類学の泰
た い と

斗

として世界的に知られる酒井恒
つね

教授の

下でスナガニの生態をテーマに卒業

研究に取り組んでいましたが、その主なね

らいは鳴くことを突き止めることでした。

滝田氏は自宅としていた大船のアパート

の部屋に120 cmのガラス水槽を3個と

大型バケツ等数個を並べ、砂を入れて

スナガニを飼育し、鳴き声を録音しようと

試みていました。1年後輩の筆者はその

頃、スナガニの採集によく同行していま

した。主な採集地は滝田氏の住居近くの

七里ガ浜海岸でした。筆者も滝田氏の

自宅に何度か宿泊してカニが鳴くのを

二人で一晩中見守ったのですが、その

時は鳴き声を発してくれませんでした。

　滝田氏は当時まだ珍しかった自動録音

装置を東京の秋葉原で入手し、苦労の

末ついに録音に成功しました。酒井教授

に録音テープを持参してその鳴き声を

披露したところ、大変褒められたそう

です。当時、酒井教授は昭和天皇の葉山

での海洋生物のご研究の相談相手を

務めていましたので、そのテープを生物学

御研究所に持参し、陛下にお聞きいた

だいたそうです。陛下は大変興味をお

示しになり「何の目的で鳴くのか？」とお

聞きになったそうなのですが、酒井教授

は「よくわからない旨お答えした」とのこと

でした。我々なら即「オスの求愛行動か

縄張り主張でしょう」と申し上げるところ

ですが、酒井教授の陛下に対する慎重

さが伺えました。その時の録音テープは

酒井教授の逝去とともに行方がわから

なくなり、滝田氏自身のものも数度の

転居等で紛失してしまったそうです。

録音の再挑戦

　卒業後40 年が経過した2007（平成

19）年、筆者は真鶴町立遠藤貝類博物

館の設立準備に関わっていました。再会

した滝田氏と筆者の二人は久しぶりに

旧交を温め、現況や学生時代の話から

海の生物の話題に盛り上がり、筆者から

もう一度スナガニの録音をしてみません

かと提案したところ、やってみようという

ことになったのです。

　滝田氏は秦野市、筆者は湯河原町に

居住しているので、採集は湯河原町吉浜

海岸（図3, 4）を主な場所とし、時には

七里ガ浜、小田原市の酒
さ か わ

匂海岸、伊豆



図3.　スナガニ Ocypode stimpsoniとナンヨウ

スナガニ O. sinensisを採集した湯河原町吉浜
海岸． 渡部 孟撮影（2020年10月21日）．

図4.　採集地の湯河原町吉浜海岸における

スナガニ類の巣穴と砂団子． スナガニ類は

海岸の砂浜に巣穴を掘って穴居し， 巣穴

近くの砂の表面に付着した有機物や藻
そうるい

類等

を口中で濾
こ

し取って摂
せ つ じ

餌する． 残り滓
かす

の砂は

丸い砂団子にまとめられ， 巣穴近くに積み上

げる． 渡部 孟撮影（2014年10月3日）．

図5.　ナンヨウスナガニ Ocypode sinensis
（茅ケ崎市茅ケ崎海岸）． 渡部 孟撮影（2024年
7月10日）．

図6.　録音当時の未成熟のナンヨウスナガニ 
Ocypode sinensis（湯河原町吉浜海岸で
採集）．

図7.　ナンヨウスナガニ Ocypode sinensisの鉗
かんきゃく

脚内側． 前節には突起列がみられない．
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下田近辺から房総の九十九里浜まで

採集に出かけました。

　 幸い滝田氏は録音に成功し、ここに

その音を紹介できることになったのです

（記事末・音声ファイルA, B）。筆者も

自宅でスナガニとナンヨウスナガニ O. 
sinensis （図5）（当時の判断ではミナミ

スナガニ O. cordimana としていました）

を飼育しましたが、スナガニの鳴き声を

聞くことはできませんでした。しかし、音は

スナガニに比べて小さいとはいえ、ナン

ヨウスナガニが飼育槽の中ではっきりと

鳴いている音を三晩続けて聞いたので、

滝田氏にナンヨウスナガニも鳴くので

その声を録音するように依頼し、湯河原

町吉浜海岸産の未成熟のナンヨウスナ

ガニ（図6）数個体を届けました。滝田氏は

これも録音に成功しましたので、その音も

紹介しましょう（記事末・音声ファイルC）。
ナンヨウスナガニは、はさみ脚に特別な

発音装置は見られない（図7）にもかか

わらず発音することが判明したのです。

かつて筆者は沖縄の石垣島に採集に

行った折、夜の砂浜の穴の中でツノメ

ガニ O. ceratophthalma が鳴いている音を

聞くことができたのですが、あいにくその

時は録音装置を携帯していなかった

ので録音することができずに今に至って

います。ちなみにその音はスナガニのもの

より低い音でした。ツノメガニはスナガニ

よりも体が大型だからかもしれません。

おわりに

　 録音に成功して、しばらくしてから

滝田氏は病のため帰らぬ人となって

しまいました。録音記録メモリーを受け

取った筆者は何とか滝田氏の発見と

努力を残したいと考えていました。ある

時、生命の星・地球博物館の佐藤学芸

員が講演会で酒井教授の業績を紹介

する機会がありましたので、そこに録音

したものを持参して相談したところ、ぜひ

残すべき、公表すべき貴重な資料です、と

興味を示してくれました。そして、本誌で

紹介する方法を考えてくれ、今回ここに

掲載することができたのです。

　 湯河原町吉浜海岸では昭和期には

スナガニが優占していましたが今では

ずいぶん稀
まれ

になってしまいました。ナン

ヨウスナガニとツノメガニがほとんどという

生息状況になってしまっているのは、

いわゆる温暖化の影響なのかな、と考

えています。

音声ファイル

ス ナ ガ ニ 類 の 発 音

（Rubbing sound of sand 
crab Ocypode stimpsoni 
and O. sinensis）
神奈川県立生命の星・地球博物館ウェブ

サイト「自然科学のとびら」第31巻4号

（通巻121号）のページから聞くことが

できます。二次元バーコードからこの

サイトにリンクします。

A． スナガニ（O. stimpsoni）の発する大きく

繰り返す音： https://nh.kanagawa-museum.
jp/uploads/Soundfile_A_O_stimpsoni_
wavysound.mp3

B． スナガニ（O. stimpsoni）の発する小

刻みで長く続く音： https://nh.kanagawa-
museum.jp/uploads/Soundfile_B_O_
stimpsoni_pulsingsound.mp3

C． ナンヨウスナガニ（O.sinensis）の発する

音： https://nh.kanagawa-museum.jp/
uploads/Soundfile_C_O_sinensis_
wavysound.mp3


